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令和元年度第３回豊山町地域公共交通会議議事録（要旨） 

 

１ 開催日時  令和元年１１月２８日（木）１０時１５分～１１時３０分まで 

 

２ 開催場所  豊山町役場４階 研修室２ 

 

３ 出 席 者   

（１）豊山町地域公共交通会議委員出席者 

豊山町長 服部 正樹 

あおい交通株式会社代表取締役社長 松浦 秀則 

名鉄バス株式会社営業本部運行部運行課長 吉岡 実 

名古屋市交通局営業本部自動車部管理課主幹 加藤 剛 

公益社団法人愛知県バス協会専務理事 小林 裕之 

豊山町心身障害者福祉協会役員 河村 君枝 

中部運輸局愛知運輸支局首席運輸企画専門官 小川 賢二 

あおい交通株式会社運行課長 工藤 彰郎 

西枇杷島警察署交通課警部補 薮内 大輔 

愛知県都市整備局交通対策課主幹 渡邊 重之 

名古屋大学大学院環境学研究科附属持続的共発展教育研究セン

ター教授 

加藤 博和 

名古屋市住宅都市局都市計画部交通企画課長 伊藤 禎浩 

                      （代理 主査 安田 浩明） 

名古屋タクシー協会専務理事 多田 直紀 

三菱重工業株式会社名古屋航空宇宙システム製作所名古屋法務

部名古屋総務グループ渉外担当課長 

小形 浩 

小牧市都市政策部都市整備課長 川島 充裕 

豊山町産業建設部長 佐藤 正司 

 １８名中１６名出席 

 

（２）豊山町地域公共交通会議委員欠席者 

豊山町老人クラブ連合会元地区役員 伊藤 千歳 

愛知県尾張建設事務所維持管理課長 安井 文規 

 

（３）事務局 

豊山町理事 伊井 誠  

豊山町産業建設部産業・都市政策課長 高桑 悟 

豊山町産業建設部産業・都市政策課主任 横山 美佳 

 

 

４ 議  題 

  報告事項 

（１） 本町における地域公共交通の現況について 

（２） とよやまタウンバス北ルート変更後の状況について 
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協議事項 

（１） 豊山町地域公共交通網形成計画の改訂素案について 

 

   その他 

 

５  会議資料 

資料１    本町における地域公共交通の現況について 

資料２    とよやまタウンバス北ルート変更後の状況について 

資料３     第二次豊山町地域公共交通網形成計画（素案） 

チラシ    とよやまタウンバスで行こう！ 

 

６ 議事内容 

（開 会） 

 

司会（課長）： 定刻となりましたので、令和元年度第３回豊山町地域公共交通会議を開催

します。それでは、本会議の会長でもあります、服部正樹町長より、ごあいさつ

申し上げます。町長よろしくお願いします。 

 

（町長あいさつ） 

 

町 長： 本日は大変お忙しい中、令和元年度第３回豊山町地域公共交通会議に御出席い

ただき誠にありがとうございます。日頃から、本町の公共交通施策をはじめ、行

政各般にわたり御理解や御支援をいただいており、この場をお借りして厚く感謝

申し上げます。 

さて、本日の議題としましては、報告事項２点と協議事項１点です。まず、報

告事項として、「本町における地域公共交通の現況について」、「とよやまタウン

バス北ルート変更後の状況について」でございます。また、協議事項としまして

は、「豊山町地域公共交通網形成計画の改訂素案について」でございます。第二

次豊山町地域公共交通網形成計画の策定に向けて、委員の皆様の活発な議論や意

見交換が行われることをお願い申し上げ私からのあいさつとさせていただきま

す。 

以上、簡単ではございますが私からのあいさつとさせていただきます。よろし

くお願い申し上げます。 

 

司会（課長）： 本日は、豊山町老人クラブ連合会の伊藤様、尾張建設事務所の安井様にお

かれましては、ご欠席との連絡をいただいております。また、名古屋市住宅都市

局の伊藤様の代理としまして安田様にご出席いただいておりますことをご報告

申し上げます。 
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（資料の確認） 

 

司会（課長）： それでは本日の資料のご確認をお願いいたします。お手元の「次第」の裏

面に一覧にしてございます。 

資料に不足などがありましたら、担当が資料をお持ちしますので挙手にてお知

らせ願います。 

 

（会議公開） 

 

司会（課長）： また、本会議は豊山町地域公共交通会議設置要綱の第５条第５項に、会議

は、原則として公開するとございます。会議の議事録などについて、本町のホー

ムページ等で公開させていただきますので、ご承知おきくださるようお願いいた

します。 

 

（会議成立の確認） 

 

司会（課長）： 本日の会議は、委員の２分の１以上の方に出席いただいておりますので、

設置要綱第５条第２項の規定により会議は成立しています。 

では、議題に入ります。設置要綱第５条第４項に会議の議長は、会長がこれに

あたるとありますので、以後の進行につきまして、会長よろしくお願いいたしま

す。 

 

（報告事項） 

 

会 長： それでは議事を進めさせていただきます。はじめに報告事項がございます。（１）

「本町における公共交通の現況」について事務局から報告させます。 

 

事務局（課長）： （資料１に基づき説明） 

 

会 長： ただいまの報告について、委員の皆様からご質問などはありますでしょうか。 

 

委 員： （質問なし） 

 

会 長： ないようですので、次に、（２）「とよやまタウンバス北ルート変更後の状況」に

ついて事務局から報告させます。 

 

事務局（課長）： （資料２に基づき説明） 

 

会 長： ただいまの報告について、委員の皆様からご質問などはありますでしょうか。 

 

Ａ委員： ルート変更については以前の会議から重複区間への意見を出させていただいて

いたところです。１０月に実施した結果を見まして、周知期間が短かったとはい
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え、お客様も以前の空港西と同じようにおみえになるということで、町内の空白

エリアの減少にも繋がると思います。バス事業者としましては、こうした取り組

みの中でお客様が利用しやすい状況を作っていくことが大きな課題だと痛感し

ております。変更につきましての意見に配慮していただきましてありがとうござ

いました。 

 

会 長： 他の方はよろしいでしょうか。 

 

（協議事項） 

 

会 長： 次に、協議事項に移ります。（１）「豊山町地域公共交通網形成計画の改訂素案」

について、説明をお願いします。 

 

事務局（課長）、副会長： （資料３に基づき説明） 

 

会 長： ただいまの説明について、委員の皆様からご意見やご質問はありますでしょう

か。 

 

Ｂ委員： １８ページを見てみますと、バスの待合環境の整備という記述がありますが、

実際には空港のタクシー乗り場をどうしていくかということもあって、そこは空

港会社の問題でしょうと言われればそうかもしれませんが、タクシーの待機場所

であったり、そういったものも何か工夫ができないかということをいろいろお聞

きしているところであります。タクシーはドライバーの判断で乗り場に待機する

ということが往々にしてあるわけですが、そこの乗り場に行こうというドライバ

ーをいかに増やしていくかということで、タクシーの待ちが増えていくのだろう

と思います。そういったことで、単なるバスの待合環境の整備だけで良いのかと

いう問題もあると思います。 

 それから、高齢者等の移動範囲の拡大ということで、利用しやすい運賃体系の

構築が町とバス事業者限定になっているわけですが、これからのタクシーは劇的

に利用方法が変わります。既に事前確定運賃、これは、タクシーは乗って最終目

的地に着かないと料金がわからないというのが現状です。しかし、スマホアプリ

でここからここまでと指定をすると、料金が確定する仕組みで、決済もキャッシ

ュレス、クレジットもあるでしょうし、ＱＲコードもある。そういったものとい

かに連携していくかですけれども、それがもう始まろうとしています。国交省も

そういった方向に舵を切っています。名古屋でももう間近にスタートします。た

だ、一部の事業者しか使えないという問題が出てきます。それから、相乗り運賃

について、二人で乗った場合の運賃は半額とはいきませんが、だいたい６割ぐら

いでいけるような仕組みも今年度中に国が方針を示すようです。 

 豊山町にはタクシー事業者はございません。したがって、名古屋交通圏のタク

シーが対応するのだろうと思いますし、空港の乗り場につきましては小牧市のタ

クシーも入っているということで、名古屋だけではない難しさもある中でどうい

ったご案内をさせていただいたら良いのかということが今のタクシーの課題と

なっています。まだ構想の段階ですので、確定的な事は言えませんが、どの会社
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がどういったサービスをやっているか、どのようなアプリがあって、何ができる

かということを検索できて、それを名古屋タクシー協会のホームページに掲示す

ることでお客様の利便性を上げていくということも広報対策としてやっていけ

れば良いと思っています。ただ、自治体が特定の事業者やアプリを宣伝するとい

うことは難しい部分があろうかとは思います。お互いが連携する中で可能な部分

は相当あると思いますので、情報提供をさせていただきたい。 

また、公共交通のＰＲという部分では今と全く同じことが言えると思います。

名古屋市交通局さんにお尋ねしたいのですが、ｍａｎａｃａの６５歳以上の高齢

者割引は名古屋市以外の方でも使えるようになるんですか。 

 

Ｃ委員： 要件は名古屋市在住です。 

 

Ｂ委員： 今、名古屋のタクシーは７０歳以上の高齢者１割引運賃をほとんどのタクシー

がやっています。こういったものは事前に登録いただくことが大前提となります

が、免許証返納割引にも充分利用できます。もう一つは、ＩＣカードを使ってｍ

ａｎａｃａの６５歳以上の割引をタクシーにも導入するということです。これは

豊山の住民の方にはなかなか難しいというところなのですが、そういったサービ

スは今現実に行われています。こういったものを本来はタクシー協会がＰＲする

部分ではありますが、上手く連携をとっていただくことが可能であるならば様々

な広報の仕方があるのかなと考えます。町のご担当の方とすり合わせをしたいと

考えておりますのでよろしくお願いします。 

 

会 長： ありがとうございます。他に何かご意見がありましたらお願いします。 

 

Ｄ委員： １点質問です。４５ページの目標指標についてご説明いただきましたが、満足

度というといろいろ項目があるかとは思います。乗り継ぎの利便性ですとか定時

制ですとかそういったある項目についてお聞きするのかトータル的にお聞きす

るのか、何か具体的なお考えがあればお聞かせいただきたい。 

 

事務局（課長）： 先週の幹事会に基づき、このように変更させていただきました。今段階

で具体的なものはございませんが、調査までに加藤先生とご相談しながら設定さ

せていただきたいと思います。 

 

副会長： 乗り継ぎがどうとか車両がどうとかいろいろあると思うんですが、目標として

は通常、全体ですね。いろいろ聞くんですが、何故低いかという時に、車両が古

いからとか、運転手の愛想が悪いからとか、そういったことを通常だと満足、普

通、やや不満、不満…といった形でとっていくので、それは全部とるんですが、

合計として結局満足なのか不満足なのかという結果をここに書くということに

なります。具体的なアンケートはその時にとっていくものなので、どうなるかわ

かりませんが、細かい要素も含めて検討します。 
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会 長： 他にありますか。 

 

Ｆ委員： ３点ございます。まず３０ページ、利用者属性の名古屋市営バスについいて見

ますと、②の年齢は６０代、７０代が２割を占めているとあります。一方、⑧の

運賃支払い方法には敬老パスが半数と書かれています。敬老パスというと、６０

代、７０代のお客様かなと思います。そうすると②と⑧の記述内容でいくと、②

は約５割なのではないでしょうか。もしかすると、２割という表現をしたい何か

がある場合は何らかの補記が必要かと思います。 

そして、４１ページの６－１－２で、多様な交通サービスとの連携と書いてあ

るところですが、冒頭にバス停勢圏が狭くなるという記述がございます。ここで

表現されているのは、高齢者の方々が動きやすくなるようにという趣旨の記述か

と思います。バス停勢圏という言葉だと一般の方に上手く伝わるのかなという懸

念もございます。バス停勢圏は需要予測をする際や路線の検討をする際にバス停

を中心として、そのバス停を利用すると期待される人がいる範囲を示す用語だと

思います。高齢者の方々というところに着目しますと、無理なく歩くことができ

る距離が短くなってくる高齢者の方々の移動ニーズへの対応という形での記述

でもいいのかなとこの資料を読ませていただいて思いました。そうしますと、町

民の皆様にこういったことを豊山町がやっていくんだということがより分かり

やすく伝わるのではないかと思いますのでご検討いただければと思います。 

３点目です。４２ページの６－２－３の近隣市町のバス路線との連携です。①

で名古屋市営バスの県営名古屋空港までの延伸の記述がございます。今までの会

議の内容を拝見しておりますと、市営バスが豊山の方に入ってくることによって、

既存の公共交通との競合という言葉を使われていらっしゃいましたが、崩壊とい

う衝撃的な言葉も使っていらっしゃった方もいたかと思います。ここで、延伸に

ついてまずは交通事業者様同士で慎重に協議を進めていかれるという方針が今

までの会議の中で示されていたかと思いますけれど、この記述を見ますと名古屋

市に要請を続けという記述にとどまっているところで、何らかの意図があっての

記述なのか、その背景を教えていただければと思います。 

 

事務局（課長）： １点目につきましては、全体の利用で６０代、７０代が２割を占めてい

たということで…。 

 

副会長： それぞれ２割で、８０代以上もありますので。 

 

Ｆ委員： ６０代２割、７０代２割ということですね。でしたら⑧の記述と合いますね。 

 

副会長： 書き方が悪かったかもしれません。 

 

事務局（課長）： ２点目ですが、おっしゃるように７５歳以上の行動範囲が狭くなるとい

うところで、もう少しわかりやすい記述をというご意見をいただきましたので、
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それを踏まえて検討させていただきたいと思います。 

 最後の市営バスの延伸につきましては、特に何かがあるということではなく、

町としては延伸を是が非でも実現したい命題であるということで、引き続き計画

に記述させていただいているというところでございますし、今までの会議の中で

延伸に向けての取り組みについては丁寧にやってきたつもりでございますので、

そのスタンスは変えるつもりはございません。 

 

Ｆ委員： 是非とも豊山町の皆様にとって良い交通になるように頑張っていただきたいな

と思います。 

 

会 長： 他の方はよろしいですか。 

 

Ｇ委員： ４１ページの６－２－１バスの利便性向上の①で実施主体に地域住民が入って

いますが、実際に地域住民が実施主体となることがあるのでしょうか。第一次の

計画での線で消してあるところが、地域住民と協力して行いますという記述があ

ったので、それはわかるんですが、今回はどうなのでしょうか。 

 

事務局（課長）： ルートの変更等で新たにバス停を設ける際には地域住民の方も踏まえて

検討するということで入れています。今の記述を本文に追加したほうが良いのか

なと、ご意見をいただいて感じましたので検討させていただきます。 

 

副会長：  実施主体は極めて大事です。ここにいらっしゃる皆さんにとって大事なのは、

自分の名前の記述がどこにあって、五年間でこれをやると書かれてしまっている

がちゃんとやれるのかということです。原則はこの協議会に参加しているという

ことは、何かをやってほしいということなので、そこは精査しなければなりませ

ん。例えば警察さんについては、３月に愛知県警で高齢者の交通安全対策グラン

ドデザインというものを策定しました。その７本柱の１というのが公共交通利用

促進となっていて、免許返納であるとか、なるべく車を利用しないで移動してい

ただくためには公共交通を使っていただくのが第１の施策ということです。とい

うことで、警察さんの施策としてやっていかなければならないと謳われています。

ですからここにそういった関連のことは書いていけたらいいなと思います。 

 １点言いたいことがあって、今日私は黒川で乗り換えをしてきました。黒川駅

にはとよやまタウンバスの案内は一切ない。とよやまタウンバスはコミュニティ

バス的なものですが４条路線でもあるし、そこに書いて欲しいなと思います。公

共交通として走っているものなので。以前は張り紙で書いてあった時もありまし

た。私は名古屋の地下鉄のサインを勝手サインと呼んでいて、名古屋ほど勝手に

はってあるところはないので、案内板をきちんと作ろうということをやっていて、

栄や千種はだいぶ変わってきています。なので、是非ここに書いてほしい。特に

黒川駅は書いていただけると良いなと思います。そういったところでご協力をい

ただけると嬉しいなと思います。名古屋の新しい交通計画策定の中で、名古屋の
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交通計画は広域で考えていかなければならないという方針で検討が行われてい

ると聞いているので、是非先取りしてやっていただけると良いです。名古屋の方

から見て豊山へはどう行ったらいいかがわかるようにしてほしいと思います。 

 

Ｃ委員： 持ち帰ってみます。 

 

会 長： 他の方はよろしいですか。私がこんな会長の立場で言えるかどうかわからない

んですが、自分の想いを皆さんに伝えさせていただきたい。せっかく改訂を行っ

ていますので、今後５年間で進めていきたいという強い思いがあるものを述べま

す。やはり、住民の方の利便性が会議の中でよく出されていることになりますけ

れども、公共交通を豊山町の方々が使いやすいものにしていきたいと思っていま

す。北ルートはバス停を変えて多くの方に使ってもらえるようになってきていま

すし、タウンバスは土日の運行が短いという話が町民の方から聞こえてきますの

で、もしあおい交通さんにご協力いただけるのであれば、土日の運行時間を少し

伸ばしていきたいという想いがありますので、社会実験じゃないですけどそうい

った機会も設けていただくような考えを持っていただきたいと思いますし、５年

の中で時間とか運行の改善をしていきたいなと思っています。あとは、先ほどお

話が出ています、市営バスの乗り入れですけれども、税金を使ってテストをやら

せていただきましたので、それについては説明責任がありますのでそこはやって

いきたいと考えております。そのあたりはご理解をいただきたいと思います。豊

山から外へ行くのも大切ですが、名古屋空港がありますので、名古屋の方がこち

らへ来るということも考えていかなければいけません。今後５年に向けて繋げて

いきたいなと考えておりますので、喧嘩をするわけではないんですけれど、皆さ

んの利便性の良いものを公共通会議の場で作っていきたいと考えておりますの

でご協力いただきたいなという想いを述べさせていただきました。その考えをど

こかに入れていただきたいなと思いますのでよろしくお願いいたします。 

では、他の方ご意見ありませんか。それでは、豊山町地域公共交通網形成計画

の改訂素案については、委員の皆様からのご意見を踏まえ、修正については名古

屋大学及び事務局へ一任いただくということでよろしいでしょうか。 

 

委 員： （異議なし） 

 

会 長： 以上で、本日予定しておりました報告事項、協議事項のすべてを終えることが

できました。ご協力ありがとうございました。それでは、事務局に返します。 

 

事務局（課長）： ありがとうございました。それでは最後に、５の「その他」に入ります。

本日お配りさせていただいております、チラシ「とよやまタウンバスで行こう！」

について、タウンバスの利用を促進するということで作成させていただきました。

チラシとポスターにつきましては、エアポートウォークをはじめとしたタウンバ

ス回数券取扱所に配架をお願いしております。また、名古屋市交通局様、小牧市

様、北名古屋市様にも施設に置いていただくということで快く受けていただいて
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おります。 

他に委員の皆様からありましたらお願いします。 

 

Ｈ委員： 次の予定は何かあるんですか。 

 

事務局（課長）： 次回の地域公共交通会議は２月下旬に最終的な案をお諮りさせていただ

くということで開催を考えておりますのでよろしくお願いいたします。 

 

（閉会） 

 

事務局（課長）： 以上をもちまして、令和元年度第３回豊山町地域公共交通会議を閉会い

たします。ご協力、ありがとうございました。 


